
令和７年度いわき市保健医療審議会
歯科口腔保健協議部会

令和７年10月2日（木）14：00～15:30
いわき市総合保健福祉センター

社会復帰会議室
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次第

１．開会

２．あいさつ

３．報告事項

⑴ いわき市の歯科保健の現状について
⑵ 令和６年度庁内各課の取り組み

（健康いわき21（第三次）関連事業の評価）
⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

４. 協議事項
私立就学前施設におけるフッ化物洗口事業の推進について

５. 閉会
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３ 報告事項

⑴ いわき市の歯科保健の現状について
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全国 福島県 いわき市 郡山市 福島市 R6R5R4R3R2

0.650.70 0.811.12全国

0.760.99 0.971.14福島県

0.490.620.54 0.771.17いわき市

1.221.08 1.051.52郡山市

1.021.02 1.031.01福島市

いわき市の1歳6か月児「むし歯有病者率」は低下傾向にあります。
令和５年度は微増となっておりますが、全国平均及び県平均と比較すると低い状況

となっています。

（％）
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R6いわき市
0.49％

(速報値)

１歳６か月児 むし歯有病者率(％)
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全国 福島県 いわき市 郡山市 福島市

いわき市の1歳6か月児「一人平均むし歯本数」は低下傾向にあり、
全国平均及び県平均と比較すると低い状況となっています。 5

１歳６か月児 一人平均むし歯本数(本)

R6いわき市
0.01本
(速報値)

R6R5R4R3R2

0.020.020.020.03全国

0.020.030.030.04福島県

0.010.010.020.030.04いわき市

0.040.030.030.05郡山市

0.030.030.030.03福島市

（本）
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いわき市の3歳児「むし歯有病者率」は低下傾向にありますが、
全国平均及び県平均と比較すると依然として高い状況となっています。 6

３歳児 むし歯有病者率(％)

R6いわき市
10.10％
(速報値)

R6R5R4R3R2

7.758.64 10.20 11.81全国

11.8412.59 14.8416.29福島県

10.1013.0114.06 14.8317.93いわき市

10.0811.49 14.1815.70 郡山市

11.8313.77 16.5516.89 福島市

（％）
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いわき市の３歳児「一人平均むし歯本数」は低下傾向にありますが、
全国平均及び県平均と比較すると依然として高い状況となっています。 7

R6いわき市
0.37本
(速報値)

３歳児 一人平均むし歯本数(本)

R6R5R4R3R2

0.240.280.330.39全国

0.420.430.520.59福島県

0.370.460.510.550.66いわき市

0.400.37 0.50 0.60 郡山市

0.380.480.490.54 福島市

（本）



R6R5R4R3R2

26.3528.5529.9833.0536.46全国

33.038.842.947.446.7福島県

39.9441.4242.6846.1150.30いわき市

いわき市の６歳児「むし歯有病者率」は低
下傾向にありますが、全国平均及び県平
均と比較すると依然として高い状況となっ
ています。
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（％）

６歳児 むし歯有病者率(％)
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（％）

小学生の「むし歯有病者率」は、年々低下
傾向にありますが、全国平均及び県平均と
比較すると依然として高い状況となってい
ます。

R6R5R4R3R2

32.8934.81 37.02 39.0440.21全国

40.345.046.8 53.451.4福島県

45.1447.6650.09 52.7854.23いわき市

（％）
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小学校 むし歯有病者率(％)
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R6R5R4R3R2

0.530.550.560.630.68全国

0.70.90.90.71.0福島県

0.760.840.790.891.08いわき市

「永久歯一人平均むし歯数(12歳児)」は
年々低下傾向にありますが、全国平均及び
県平均と比較すると高い状況となっていま
す。
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（本）

12歳児 永久歯の一人平均むし歯数（本）
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R6R5R4R3R2

26.5027.9528.23 30.3732.16全国

34.736.338.0 35.141.3福島県

34.3736.0437.30 39.8543.80いわき市

（％）

中学生の「むし歯有病者率」は、年々低下
傾向にありますが、全国平均と比較すると
依然として高い状況となっています。
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中学校 むし歯有病者率(％)
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高校生 むし歯有病者率(％)

高校生の「むし歯有病率」は年々低下傾向
にはありますが、全国平均と比較すると、本
市のむし歯有病率は依然として高い状況と
なっています。

R6R5R4R3R2

34.7036.3838.3 39.8 41.7 全国

47.648.251.9 49.7 52.9 福島県

44.746.151.8 56.3 54.2 いわき市
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青壮年期
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※「福島県歯科保健情報システム集計結果（市町村実施分）」より引用
※R6については「いわき市保健事業計画 歯周疾患検診実施状況」より引用

年代別歯の保有者の割合（％）
受診率
（％）

受診者数
（人）

対象者数
（人） ６０歳代で

２４歯以上
４０歳代で
２８歯以上

89.5％78.6％1.2%82 6,607 R2

71.8％87.0％0.8%146 17,342 R3

85.2％69.6％1.1%187 17,562 R4

86.8％85.0％0.9%140 14,921 R5

--0.9％147１６，７３５R6
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３ 報告事項

⑵ 令和６年度庁内各課の取り組み
（健康いわき21（第三次）関連事業の評価）
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➀ 概要
市歯科口腔保健協議部会設置要領第２条第１項（部会の協議・検討事項）「健康い

わき21に係る施策の進捗状況の把握等に関すること」に基づき、報告するもの。

② 対象事業

・「健康いわき21（第三次）」記載の施策体系別関連事業（歯科分野計６事業）
・対象事業について、各担当課が事業評価を行い、効果検証を実施したもの。

③ 評価
「事業評価」と「事業の方向性」の二つの視点で評価

評価基準区分

健康づくり事業の推進のため、事業目的は達成できてい
る(数値で表すと７５％以上)

A

健康づくり事業の推進のため、事業目的はほぼ達成でき
ている(数値で表すと５０～７５％未満)

B

健康づくり事業の推進のため、事業目的はあまり達成でき
ていない(数値で表すと２５～５０％未満)

C

健康づくり事業の推進のため、事業目的は達成できてい
る(数値で表すと２５％未満)

D

判定不能E

事業評価

方向性の内訳方向性

継続事業、または内容の簡易な見直しを
図った事業

継続

事業の抜本的見直しを図った事業手法の見直し

所属内の別事業との統合や別所属等へ
移行を行った事業

統合等の見直し

令和６年度で廃止した事業廃止

理由を記載その他

事業の方向性

15

⑵ 令和６年度庁内各課の取り組み（健康いわき21（第三次）関連事業の評価）



事業評価（R7年度照会）
担当課事業名№

事業の
方向性効率性必要性有効性総合評価

継続BABB保健所地域保健課口腔・栄養ケア推進事業1

継続BBBB保健所地域保健課地域歯科保健推進事業2

継続BBBB保健所地域保健課
歯と口の健康週間３

継続AAAA学校教育課

継続AAAA保育・幼稚園課

フッ化物洗口事業４ 継続AAAA保健所地域保健課

手法の
見直し

BCCC学校教育課

継続AAAA保健所地域保健課幼児むし歯予防対策事業５

継続BBBB地域包括ケア推進課フレイル予防強化月間（２月）６

事業の方向性効率性必要性有効性総合

８継続４5４４A

評
価
区
分

１手法の見直し５3４４B

０統合等の見直し０1１１C

０廃止―D

０その他―E

９９９９９計

【総括】

16

○ 全６事業の内、学校教育課のフッ化物洗口事業以外は、
全て総合評価B以上、かつ事業の方向性も継続と評価している。

④ 評価結果

⑵ 令和６年度庁内各課の取り組み（健康いわき21（第三次）関連事業の評価）

○ 昨年度と比較すると、総合、有効性及び効率性の評価に変更は無かった。
必要性については、昨年度B評価であった１事業がC評価に下がった。
・必要性がC評価となった事業

フッ化物洗口事業（学校教育課）
…モデル校における効果検証等を踏まえながら、事業のあり方を検討



３ 報告事項

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

17



乳児期は口腔清掃や食習慣などの基本的歯科保健習慣を
身に付ける時期として非常に重要である。
そこで、保護者が子どもの歯・口腔に興味、関心が高まる

時期をとらえ、10か月から11か月児とその保護者を対象に、
健康教育「歯ピカリ教室」を実施し、むし歯予防の講話と
仕上げみがきの実技について歯科衛生士が助言・指導を行う。

※R2～R5年度までは個別開催（3組/回）
R6年度より10組程度/回の小集団形式での開催としている。

R7R6R5R4R3年度

718161815開催回数

28107364644参加組数

（R7.8月末現在）

18

R7年度チラシ

周知方法

市公式ホームページ、保健のしおり、市公式SNS、母子モアプリへの掲載
市事業（4か月児健診・母子健康相談・離乳食教室）、各地区保健福祉センター、
図書館、公民館、地域子育て支援拠点施設（児童センターなど）におけるチラシ配布

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

歯ピカリ教室（乳幼児期）



母子保健法に基づく、1歳6か月児健康診査及び3歳児健康診査における
歯科健診にあわせて、むし歯予防のためのフッ化物塗布及びブラッシング等
歯科保健指導を実施し、むし歯の予防及び保護者の意識啓発を図る。

19

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

乳幼児健診におけるフッ化物塗布（乳幼児期）



実施率
②/①×100

塗布人数②受診者数①対象者数回数年度

94.7％1,8421,9462,04474R3

94.7％1,7451,8421,91873R4

93.5％1,6681,7841,83770R5

94.1％1,5461,6431,68165R6

94.8％672709-24R7

※R6年度のフッ化物塗布未実施の児のうち、

歯科医院で塗っている・塗る予定・治療している割合は、全体の53.6%
その他塗らない理由：泣いてしまう、時間が無い など。

（R7.8月末現在）
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⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

乳幼児健診におけるフッ化物塗布（乳幼児期）

【1歳6か月児健康診査】



実施率
②/①×100

塗布人数②受診者数①対象者数回数年度

83.0％1,8032,1712,31381R3

83.1％1,6672,0062,08780R4

83.6％1,6661,9942,07477R5

83.0%1,5041,8121,88370R6

80.7％609755-26R7

※R6年度のフッ化物塗布未実施の児のうち、

歯科医院で塗っている・塗る予定・治療している割合は、全体の84.8％
21

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

乳幼児健診におけるフッ化物塗布（乳幼児期）

【３歳児健康診査】

（R7.8月末現在）



私立の就学前施設（保育所・幼稚園・認定こども園等）の４歳以上の幼児及び
小学校の児童を対象に、集団で低濃度のフッ化物洗口液でうがいをすることで、
むし歯の予防を図り、生涯を通じた歯と口腔の健康づくりを進める。

22

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

フッ化物洗口事業（乳幼児期・学童期）



小学校就学前施設

公立私立公立私立

591 40 62 施設数

4 1 40 22実施施設数

6.8%100.0%100.0%35.5%実施率

学校教育課地域保健課（こども支援課）
保育・幼稚園課地域保健課所管課

小学校就学前施設

公立私立公立私立

15,245425,701対象者数

212 38 9611,305実施者数

1.6%39.7%実施率

実施者数

実施施設数

※福島県照会（R7.6.23付）
「令和6年度市町村におけるフッ化物洗口実施状況」引用

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

フッ化物洗口事業（乳幼児期・学童期）

【令和６年度】

小学校就学前施設

公立私立公立私立

591 40 62 施設数

4 1 40 21実施施設数

6.8%100.0%100.0%33.9%実施率

学校教育課地域保健課（こども支援課）
保育・幼稚園課地域保健課所管課

小学校就学前施設

公立私立公立私立

-40-対象者数

-35 -1,105実施者数

--実施率

実施者数

実施施設数

【令和７年度】 （R7.8月末現在）
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本市の学校、施設及び地域へ歯科衛生士が出向き、健康教育を行う。

参加者数
(名)

回数
(回)対象

405子育て支援拠点施設等乳幼児

1633幼稚園・保育所

4745小・中学校・高校学童

382特別支援学校

713出前講座成人

78618
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参加者数
(名)

回数(回)対象

494子育て支援拠点施設等乳幼児

1864幼稚園・保育所

341小学校学童

201特別支援学校

323出前講座成人

32113

（R7.8月末現在）

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

歯科健康教育（乳幼児期・学童期・青壮年期・高齢期）

令和6年度 令和７年度



健康増進法に基づき、歯科疾患の予防について、
正しい知識の普及を図ることにより「自らの健康
は自ら守る」という認識と自覚を高め主に壮年期
（40歳から64歳まで）の歯と口腔の健康の保持・
増進を目的として健康相談を行う。

（R7.8月末現在）

R7R6R5R4R3年度

12020開催回数

14040参加者数

周知方法

市公式ホームページ、保健のしおり、市公式SNS、HELPOアプリ、各地区保健福祉センター、図書館、
公民館等におけるチラシ配布

25

R7年度チラシ

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

歯とお口の健康相談（青年期から壮年期）



歯科衛生士や栄養士が、療養上保健指導が必要で
あると認められている者及びその家族等を対象に訪
問等を行い、口腔内・栄養状態を調査し、
本人及びその家族等へ適切な指導・助言を行うこと
で、咀嚼機能の維持・向上及び栄養改善を図る。

Ｒ７Ｒ６Ｒ５Ｒ４Ｒ３年度

23633
訪問口腔指導
（実人数）

【訪問実人数】

（R7.8月末現在）

26

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

訪問口腔指導（全世代）
R7年度チラシ

周知方法

市公式ホームページ、保健のしおり、各地区保健福祉センター、子育てサポートセンター及び
公民館におけるチラシ設置、地域包括支援センター及び社会福祉協議会への周知依頼



Ｒ７Ｒ６Ｒ５Ｒ４Ｒ３年度

1335344023電話

22424来所

1537384227合計

電話または来所にて随時対応。
障がい児（者）からの歯科相談についても関係機関と情報を共有し対応している。

（R7.8月末現在）

【相談内容】
電話：歯科治療について

入れ歯の悩みについて
成人のフッ化物応用について 等

来所：幼児健診受診後に歯並びの相談 等
27

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み

来所・電話相談（全世代）



① 歯と口の健康週間（毎年6月4日から6月10日）

「歯と口の健康まつり」（市歯科医師会主催 市共催事業）

日時：令和７年6月８日（日）11：30～15：00
場所：総合保健福祉センター
来場者数：３3０人（いわき市歯科医師会調べ)

体験コーナーでは“くちあそび”として『ふきもどしde的あて』をゲーム形式で実施。
近年、子どもたちの生活様式や環境に変化があるが、遊びの中から自然と口遊びを楽し

み、口腔機能を高める機会となった。
28

内容参加者数

「楽しい！くちあそび ふきもどしde的あてゲーム！」
「Let’sブクブクうがい！フッ化物洗口体験」
パンフレット、歯ブラシ等啓発グッズの配布
歯科相談の実施

184人歯科ブース

「知ってる？試してみよう！甘いジュースの糖分量」体験
おやつのフードモデルの展示
栄養相談の実施

157人栄養ブース

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み（普及啓発）



市民に対する健康への認知度を高めるとともに、市民がより生き生きと
充実した生活を送れるように、各種測定器による測定会及び、歯科相談を
行い、歯科・口腔ケア等に関する情報提供を実施。
歯科コーナーでは咀嚼力チェックガムによる咀嚼力テストを実施。

29

参加者数
(名)

回数(回)場所

2443市内商業施設

1483市内事業所

3926

人数場所日程

19名市内事業所４月９日（水）

50名マルト平尼子店6月17日（火）

（R7.8月末現在）

⑶ 令和７年度保健所地域保健課の取り組み（普及啓発）

② 健康相談会・測定会（市健康づくり推進課主催「からだの見える測定会」）

令和6年度 令和７年度



４ 協議事項

私立就学前施設における
フッ化物洗口事業の推進について

30



いわき市フッ化物洗口事業 概要

平成28年
福島県「子どものむし歯緊急対策事業」
市町村フッ化物洗口事業補助金の交付

平成28年4月18日
「いわき市歯と口腔の健康づくり推進条例」施行
第8条「乳児期、幼児期及び学齢期におけるフッ化物の応用」明記

平成29年度
「いわき市フッ化物洗口事業」開始

令和6年3月
健康いわき21(第三次)
「フッ化物が含まれるものを、日常的に取り入れている者の増加」指標設定

事業実施の背景

31



いわき市フッ化物洗口事業 概要

就学前施設(保育所・幼稚園・認定こども園)の4歳以上の幼児及び小学
校の児童を対象に、集団で低濃度のフッ化物洗口液でうがいをすることで、
むし歯予防を図り、生涯を通じた歯と口腔の健康づくりを進める。

【参考】
国：令和4年12月28日／厚労省通知

「フッ化物洗口の推進に関する基本的な考え方」
「フッ化物洗口マニュアル」（2022年版）

県：令和6年2月／県歯科保健基本計画
「保育所・幼稚園・小学校等の集団での
フッ化物洗口の普及啓発」を施策の方向性に規定

事業目的

32



小学校就学前施設

公立私立公立私立

591 40 62 施設数

4 1 40 21実施施設数

6.8%100.0%100.0%33.9%実施率

学校教育課地域保健課
（こども支援課）
保育・幼稚園課

地域保健課所管課

【令和７年度】 （R7.8月末現在）

１. フッ化物洗口事業 実施状況

いわき市フッ化物洗口事業の現状

① 実施施設数

33



いわき市フッ化物洗口事業 開始

新規

12施設

新規

8施設 新規

1施設

新規

1施設

新規

1施設

新規

1施設

中止

1施設

中止

1施設

中止

1施設

いわき市フッ化物洗口事業の現状

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

8施設 20施設 21施設 21施設 22施設 23施設 23施設 22施設 21施設

② 実施施設数の推移（私立就学前施設）

34



中
止
の
理
由

R2:はるな幼稚園

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い中止。

また実施当時、保護者からの反対意見もあった。

再開については職員と協議し、検討していきたい。

R6：泉幼稚園

職員で協議し、事業の見直しを実施。

４、５歳児のぶくぶくうがいの実施が難しく、適切な洗口ができない。

また園児数に対し、水道設備が不足している。

Ｒ7：来迎保育園

事業開始前後での歯科検診の結果に差異がなく、歯みがきをすること

でむし歯予防ができており、フッ化物洗口併用は必要ないと感じた。
洗口液調整等はすぐに慣れたため負担感は無かった。

いわき市フッ化物洗口事業の現状

感染症流行、保護者からの反対意見

こどもの口腔機能、水道蛇口等の設備の不足

フッ化物洗口の効果が見えない

③ 事業中止となった理由
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2. 事業推進のための取り組み

フッ化物洗口事業費補助金交付
フッ化物洗口を行う際に必要な薬剤及び物品等の購入に要する経費補助

未実施施設に対する対応
フッ化物洗口を実施していない私立保育園等に対し、フッ化物洗口導入の検
討を依頼

新規実施施設に対する対応
新たにフッ化物洗口事業を施設においては、保護者への事業説明会を開催す
るとともに、歯科衛生士による事業のモニタリングを実施

いわき市フッ化物洗口事業の現状



いわき市フッ化物洗口事業の現状

次年度以降の補助対象

薬剤費
※購入時にかかる
振込手数料等含む

ディスペンサー付
ボトル
(クラス分)

ポリタンク

計量カップ

漏斗

バケツ

フードケース

タイマー

書籍

フッ化物洗口事業費補助金交付
フッ化物洗口を行う際に必要な薬剤及び物品等の購入に要する経費補助

フッ化物洗口に必要となる薬剤及び物品の購入費用については、
いわき市フッ化物洗口事業補助金の交付対象（全額）となっており、
施設の負担はほとんど無くフッ化物洗口を実施することができる。

継続新規

37
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① 事業案内及び導入依頼

未実施施設へ向け事業概要及び同チラシの送付をし、その後電話及び
施設訪問等により導入を依頼する。

チラシ

資料を送付し、いわき市の子どものむし歯の状況等やフッ化物洗口の有効性や
安全性について情報提供を行っている。

いわき市フッ化物洗口事業の現状

未実施施設に対する対応
フッ化物洗口を実施していない私立保育園等に対し、フッ化物洗口導入の検討を依頼

県作成
いわき市

作成



② 【令和5年度】フッ化物洗口事業 意向調査の実施

いわき市フッ化物洗口事業の現状

未実施施設に対する対応
フッ化物洗口を実施していない私立保育園等に対し、フッ化物洗口導入の検討を依頼

3939

対象
フッ化物洗口未実施 39施設
方法
Webフォーム
回答
２施設（回答率5.1％）

回答のあった2施設からは、今後、検討していくが、時間の確保が困難との回答が得られた。

① フッ化物洗口の実施希望の有無
（選択式）
希望する・希望しない・今後、検討していく

② ＜「希望しない」「今後、検討していく」と回答した場合＞

その理由について（選択式）
・ 必要性は感じるが、時間の確保が難しい
・ 必要性は感じるが、職員が行うことは難しい
・ 安全性への懸念がある
・ 施設ではなく家庭で行うのが望ましい
・ その他

質問項目意向調査の概要
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3. 現状の課題

いわき市フッ化物洗口事業の現状

『新規施設の拡大が困難』課題1

施設長から前向きな反応が得られない

• 保育現場の負担感増加への懸念
「ただでさえ大変なのに、業務が増えるのは・・・」

• フッ化物に関する知識（必要性や安全性）の認識不足 等
「必要なのか」「歯みがきで十分」「フッ素って危ないのでは」

事業中止とならないような支援体制の不足

• 施設の現状を把握できていない
モニタリング等の機会が無く、実施状況を確認し、必要な支援を行うことができない

• フッ化物洗口の効果の明示が困難
「しばらくやっているけれど、効果は出ているのか」

• 補助金活用にあたり事務手続きが必要 等
交付申請、金額変更、実績報告、請求・・・と事務手続きが煩雑

課題2 『継続実施への支援の不足』



『施設長に対する はたらきかけを再検討する』対策

41

いわき市フッ化物洗口事業の現状

4. 課題の解決に向けた対策

保育現場の負担感増加への懸念

方法 • 実施施設の実施状況を情報共有する

フッ化物に関する知識（必要性や安全性）の認識不足

方法 • フッ化物洗口に関する正しい知識の普及啓発を実施する

• 関係団体（歯科医師会及び嘱託歯科医）と連携し
施設長へのはたらきかけを行う

『新規施設の拡大が困難』課題1
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いわき市フッ化物洗口事業の現状

施設の現状を把握できていない

方法 • 各施設の実施状況を確認する
必要に応じて支援を行う
未実施施設へも情報共有することで導入までのハードルを下げる

※ 双方の支援につなげることができる

フッ化物洗口の効果の明示が困難

方法 • フッ化物洗口に関する正しい知識の普及啓発を実施する
（継続の重要性やフッ化物洗口の効果について）

• 本市の子どものむし歯の状況についての情報提供をする

補助金活用にあたり事務手続きが必要

方法 • 事務手続きの簡略化

『継続実施を支援できる体制をつくる』対策

課題2 『継続実施への支援の不足』



いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

主な取組内容

１. フッ化物洗口の普及啓発

2. 各施設の実施状況の確認

3. 各施設への情報提供

4. 関係団体への連携を依頼

5. その他
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1. フッ化物洗口の普及啓発

市民に対し、フッ化物に関する知識やむし歯予防の重要性について
周知、啓発を行う。

市公式ホームページ フッ化物ってなぁに？ ～みんなでむし歯予防～

① 市公式ホームページによる普及啓発

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

⑴ 【令和６年度】市公式ホームページ 作成
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「フッ化物洗口 実施施設情報」について掲載し、実施施設の状況に
ついて、市民への普及啓発を図る。

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

① 市公式ホームページによる普及啓発

⑵ 【令和７年度】市公式ホームページ
『フッ化物ってなぁに？ ～みんなでむし歯予防～』内へ
「フッ化物洗口 実施施設情報」掲載

►►►二次元コードから
市公式HPへ
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② 令和7年度「歯と口の健康まつり」おける普及啓発

チラシ

Let’ｓ ブクブクうがい！ フッ化物洗口体験
（市歯科医師会共催）

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

Let’ｓ ブクブクうがい！ フッ化物洗口体験 （市歯科医師会共催）
【当日の風景】

「歯は大切ですよね！」

フッ化物洗口を
＼推進していかなくては／
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いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

アンケートの概要

令和７年６月８日(日)
※歯と口の健康まつりに併せて実施

調査日

１.フッ化物洗口を知っていましたか。
２.これまでフッ化物洗口をしたことがありますか
３.本日のフッ化物洗口体験はどうでしたか。
４.フッ化物洗口の理解が深まりましたか。
５.園・学校でフッ化物洗口を導入した場合実施を
希望しますか。（対象児童のいる保護者のみ回答）

アンケート項目

【対象者】 歯と口の健康まつりの来場者で
フッ化物洗口体験ブース参加者（４歳以上）

【回答方法】アンケート用紙（無記名・選択式）
対象者・回答方法

53 名

アンケート回答者

Let’ｓ ブクブクうがい！ フッ化物洗口体験 （市歯科医師会共催）
【体験後アンケート調査】



アンケートまとめ

１.フッ化物洗口を知っていましたか？ ２.これまでフッ化物洗口をしたことが
ありますか？

知っていた 知らなかった

知っていた
30名

知らなかった
14名

聞いたことはある
9名

56.6％26.4％

17.0％

はい いいえ

はい
27名

いいえ
26名

50.9％
49.1％

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

49



３.本日のフッ化物洗口はどうでしたか？ ４.フッ化物洗口の理解が深まりましたか？

よかった 普通 よくなかった

76.9％

21.2％

よかった
40名

普通
11名

よくなかった
１名

1.9％

とても深まった
ある程度深まった

とても深まった
26名

ある程度深まった
24名

あまり変わらない
２名

3.8％

46.2％ 50.0％

（未回答１名） （未回答１名）

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

アンケートまとめ
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５.園・学校でフッ化物洗口を導入した場合
実施を希望しますか？
(対象児童をもつ保護者のみ回答）

4.4％

希望する 希望しない わからない

88.9％

6.7％

希望する
40名

希望しない
３名

わからない
２名

対象者

45名/53名中

フッ化物洗口を体験した方の声

・簡単だった
・思ったより味がしない
・学校でやってもらえると助かる
・歯は大切ということが分かった
・大人でも効果あるのか

⇒フッ化物洗口は４歳から
生涯を通して実施することが可能

など

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み

アンケートまとめ
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2. 各施設の実施状況の確認

① 【令和6年度】実施手順チェックリストの作成（継続実施施設向け）

実施手順チェックリスト

実施施設において、事業が安全かつ効率的に実施されていることを確認する
ためのチェックリストを作成し、事業を継続していけるよう支援を行う。

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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② 【令和6年度】アンケート調査の実施（継続実施施設向け）

対象
フッ化物洗口実施 23施設
方法
Webフォーム
回答
19施設（回答率 82.6％）

アンケート調査

実施施設の実施状況を確認するとともに、その状況等を未実施施設にも共有するこ
とで、未実施施設の持つ業務負担感等への懸念課題を解決し、新規実施に繋げる
ことを目的としてアンケート調査を行った。

※詳細については令和6年度報告

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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3. 各施設への情報提供

① 【令和6年度】フッ化物洗口実施施設におけるアンケート調査結果の送付

54

(裏面)未実施施設向け(表面)アンケート調査結果の送付 (裏面)実施施設向け

施設の実施状況等について、未実施施設へ情報提供するとともに、継続実施施設が
持つ課題について助言を行い、今後も継続し事業実施していけるよう支援を行う。

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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① 「学校歯科健診」における事業周知

施設向けチラシ

（一社）いわき市歯科医師会へ連携・協力を依頼し、会員である就学前施設の嘱託歯科
医師より、歯科検診等の機会において、未実施施設へ向けた事業周知等を実施してもらえ
るよう、協力を依頼。

4. 関係団体への連携を依頼

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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5. その他

① 事務手続きの簡略化 フッ化物洗口事業補助金申請様式のフォーマット作成

市公式ホームページ

毎年度補助金申請を行うことから、申請様式のフォーマットを作成することで、市公式
ホームページから申請書ダウンロードが可能となった。また要綱改正に伴い押印不用と
なっていることから、電子データでの申請が可能であり、施設側の負担軽減を図る。

補助金に係る申請書・届出書

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み



② 令和７年度福島県市町村フッ化物洗口研修会（県開催）

5. その他

日時 ：令和7年7月28日（月）

場所 ：杉妻会館（福島市）

内容
⑴ 事業説明

「県内の子どものむし歯及びフッ化物洗口の現状と課題について」
⑵ 講演

「フッ化物洗口の最新の知見」（新潟大学大学院 濃野要教授）
⑶ 事例報告

「南相馬市におけるフッ化物洗口の取り組み」

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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② 令和７年度福島県市町村フッ化物洗口研修会

5. その他

フッ化物洗口の効果
小学校においてフッ化物洗口を実施した場合、「実施なし」より「小学校
1年生から継続実施」した場合のむし歯予防効果は42％

新潟県におけるフッ化物洗口の基本的な考え方
事業の継続が重要
乳歯から永久歯まで一貫したむし歯予防

フッ化物洗口は早期開始により参加期間が長くなると効果が高いこと
や、永久歯の萌出時期にばらつきが生じているため、就学前からの実
施が望ましい

“誰一人取り残さない健康づくり”（健康日本21（第三次））

いわき市フッ化物洗口事業の推進のための取り組み
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今後について

フッ化物洗口は、永久歯萌出期の４歳頃から第二大臼歯が萌出する12～14歳頃ま
で継続実施することで、永久歯の高いむし歯予防効果が得られる。

むし歯予防効果の明示
厚労省の研究報告をはじめ、国内外多くの研究でエビデンスが確立されているものである、ということを就

学前施設へ提示し、事業の新規及び継続実施につなげる。
また就学前施設から小学校までの間、フッ化物洗口を継続実施した者の数を拡大し、本市全体における

フッ化物洗口を推進していくことで、むし歯に係る指標での事業評価及びむし歯予防効果を明確にしていく
ことができ、本市の子どものむし歯の減少に寄与することができる。

いわき市フッ化物洗口事業 今後について

実施施設数及び実施者数の拡大
フッ化物洗口については、幼児期からの開始によるむし歯予防効果が高い。

市全体・関係団体の間において、
“継続”“幼児期から学齢期まで”

の共通認識を持ち、事業を推進していく必要がある。 59
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